


一言

市二三活宣では､市民の高宣で多様的な欲求に応えるためには､従前の都市政策では見

られないような雪青了で大謹な議藷が必要と提言｡川崎市民の特性を｢高い所得で低い消費性

向｣とも分析した。

そのほかの壽毫に､三系大学院などの知的拠点の不在‐交通ネットワークの脆弱さ､生活

文化インフラの壼さなどを挙げた。

川雪の菫みとしては､東京や檮浜などの大都市と従属寶係にならない独立性や自立性の｢頑

這さ｣と､墓幹産業の檬造菫を臭を進めながら全国水準を上回る成長率を実現した｢適応力｣を

こげた豆

両扇実センターでは０８年までに最終提言書をまとめる方針｡川崎市の産業政策や都市政策

のプランに反羨さ‐せたいとしている同


